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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】診断時の操作性を向上した超音波診断装置を提
供する。
【解決手段】被検体に超音波を送受信する超音波探触子
１を駆動するとともにこの超音波探触子１からのエコー
信号を受信する送受信回路２と、送受信回路２から出力
されるエコー信号に基づき、超音波画像を生成する画像
処理部３と、被検体の診断部位に応じた切り替えを入力
するための切り替え操作入力手段（スイッチ６３）と、
切り替え操作入力手段（スイッチ６３）から出力される
切り替え信号に応じて、送受信回路２の動作及び画像処
理部３の動作を異ならせるための複数の制御設定情報を
送受信回路２及び画像処理部３へ順次選択的に出力する
制御部５とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送受信する超音波振動
子を駆動するとともにこの超音波振動子からのエコー信
号を受信する送受信手段と、
前記送受信手段から出力されるエコー信号に基づき、超
音波画像を生成する超音波画像処理手段と、
被検体の診断部位に応じた切り替えを入力するための切
り替え操作入力手段と、
前記切り替え操作入力手段から出力される切り替え信号
に応じて、前記送受信手段の動作及び前記超音波画像処
理手段の動作を異ならせるための複数の制御設定情報を
前記送受信手段及び前記超音波画像処理手段へ順次選択
的に出力する制御手段と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】図５に示すように、超音波診断装置１０
１は、超音波内視鏡もしくは超音波探触子（超音波振動
子）１を使用して生体への超音波を送受波し、得られた
エコー信号に対し、様々な信号処理及び画像処理を行う
事により、生体の断層画像を生成して診断を行なう装置
である。この場合、超音波診断装置１０１の操作部を介
して被検体の診断部位に応じたパラメータの設定を行
い、モニタ４に表示された断層画像を見て、診断を行
う。
【０００３】図６は従来の超音波診断装置の操作部の概
略を示す図である。以下、図７に示す従来装置の操作手
順の説明図を参照して従来装置のパラメータ設定手順を
簡単に説明する。
【０００４】図６のメニュースイッチ６１を押すことに
より、図７（ａ）に示すようなメニュー画面が図５のモ
ニタ４に表示される。
【０００５】次に、図６のカーソルキー６２によりメニ
ュー画面から診断部位の項目を選択し、図示しない確定
キーを押す。すると図７（ｂ）に示すような診断部位の
選択画面になる。この状態で被検体の診断部位に応じて
図６のカーソルキー６２で選択を行う。例えば産科(Obs
tetrics)の診断であれば、“１”を選択し、図示しない
確定キーを押す。
【０００６】以上の操作により、ようやく診断部位に応
じたパラメータが設定され、図７（ｃ）に示すような、
パラメータが設定された事を示す画面が表示される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】上記したことからわか
るように、従来の超音波診断装置においては、被検体の
診断部位に応じたパラメータの設定をするために、メニ
ュー画面から幾つかの階層を経なければならず、煩わし
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さを生じていた。
【０００８】本発明はこのような課題に着目してなされ
たものであり、その目的とするところは、診断時の操作
性を向上した超音波診断装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、本発明の超音波診断装置は、被検体に超音波を送
受信する超音波振動子を駆動するとともにこの超音波振
動子からのエコー信号を受信する送受信手段と、前記送
受信手段から出力されるエコー信号に基づき、超音波画
像を生成する超音波画像処理手段と、被検体の診断部位
に応じた切り替えを入力するための切り替え操作入力手
段と、前記切り替え操作入力手段から出力される切り替
え信号に応じて、前記送受信手段の動作及び前記超音波
画像処理手段の動作を異ならせるための複数の制御設定
情報を前記送受信手段及び前記超音波画像処理手段へ順
次選択的に出力する制御手段とを具備する。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を詳細に説明する。図１は本発明に係わる超音波
診断装置の構成を示す図である。本実施形態の超音波診
断装置１０１は、送受信回路（送受信手段）２と画像処
理部（超音波画像処理手段）３と制御部（制御手段）５
と操作部６とからなり、送受信回路２には超音波探触子
１が接続され、画像処理部３にはモニタ４が接続されて
いる。操作部６には診断部位に対応するパラメータ（制
御設定情報）を設定するためのスイッチ６３が設けられ
ている。このスイッチ６３は、被検体の診断部位に応じ
た切り替えを入力するための切り替え操作入力手段とし
て機能する。また、スイッチ６３は図６で説明したメニ
ュースイッチ６１とほぼ同様の大きさである。
【００１１】以下に図１に示す構成の作用を説明する。
図１において、超音波診断装置１０１は、送受信回路２
により超音波探触子１から被検体に超音波を送信し、被
検体からの超音波の反射波を送受信回路２で受信する。
そして、受信した超音波エコーデータを画像処理部３に
おいて画像処理した後モニタ４に表示する。
【００１２】図４は、本実施形態に係る制御部５の作用
を説明するためのフローチャート（ステップＳ１～Ｓ
９）である。図１の操作部６に設けられたスイッチ６３
を押す事により、状態を切り替える状態遷移信号が制御
部５に送られる。制御部５には図示しないメモリが設け
られ、被検体の診断部位に応じた異なるパラメータが記
憶されている。状態遷移信号が操作部６より制御部５に
送られる毎にメモリ内に記憶された異なるパラメータを
読み出し、そのパラメータに従って送受信回路２及び画
像処理部３が動作し、モニタ４に超音波画像が表示され
る。
【００１３】例えば制御部５のメモリ読み出しアドレス
がデフォルトにより腹部用に設定されているとする。こ
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の状態で図１のスイッチ６３を１回押すと、状態を切り
替える状態遷移信号が制御部５に送られる。制御部５は
状態遷移信号によりメモリの読み出しアドレスを産科用
に更新する。そして、産科用のパラメータをメモリから
読み出し、そのパラメータに従って送受信回路２及び画
像処理部３が動作し、図２（ａ）のように産科（Obstet
rics)用パラメータが設定された事を示す画面がモニタ
４に表示される。
【００１４】もう１度スイッチ６３を押すと、状態を切
り替える状態遷移信号が制御部５に送られる。制御部５
は状態遷移信号によりメモリのアドレスを婦人科用に更
新する。そして、婦人科用のパラメータをメモリから読
み出し、そのパラメータに従って送受信回路２及び画像
処理部３が動作する。同様に図２（ｂ）のように婦人科
(Gynecology)用パラメータが設定されたことを示す画面
がモニタ４に表示される。
【００１５】また、もう１度スイッチ６３を押すことに
より、状態を切り替える状態遷移信号が制御部５に送ら
れる。制御部５は状態遷移信号によりメモリのアドレス
を腹部用に更新する。そして、腹部用のパラメータをメ
モリから読み出し、そのパラメータに従って送受信回路
２及び画像処理部３が動作する。同様に図２（ｃ）のよ
うに腹部(Abdomen)用パラメータが設定されたことを示
す画面がモニタ４に表示される。
【００１６】更にもう一度スイッチ６３を押すことによ
り、状態を切り替える状態遷移信号が制御部５に送られ
る。制御部５は状態遷移信号によりメモリのアドレスを
更新し、産科用のパラメータをメモリから読み出す。そ
のパラメータに従って送受信回路２及び画像処理部３が
動作し、図２（ａ）のように産科用パラメータが設定さ
れたことを示す画面がモニタ４に表示される。制御部５
内のメモリ読み出しアドレスの更新は、状態遷移信号に
より、腹部用→産科用→婦人科用、再度腹部用という動
作をサイクリックに繰り返す。 *
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*【００１７】なお、さらなる操作性向上のために図３に
示すように、操作頻度の高いスイッチ６３を他のスイッ
チ６１，６２と比較してその大きさまたは形状を変える
ことによりわかりやすいようにしてもよい。
【００１８】上記した実施形態によれば、被検体の診断
部位に応じた異なるパラメータを設定するためのスイッ
チを有した操作手段を設けたので、診断時の操作性が向
上する。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、診断時の操作性を向上
した超音波診断装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係わる超音波診断装置の構成を示す図
である。
【図２】本実施形態の操作手順の説明図である。
【図３】スイッチ６３の変形例を示す図である。
【図４】本実施形態に係る制御部５の作用を説明するた
めのフローチャートである。
【図５】超音波診断装置の概要を説明するための図であ
る。
【図６】従来の超音波診断装置の操作部の概略を示す図
である。
【図７】従来の超音波診断装置の操作手順の説明図であ
る。
【符号の説明】
１    超音波探触子
２    送受信回路
３    画像処理部
４    モニタ
５    制御部
６    操作部
６３  パラメータ設定用のスイッチ
１０１  超音波診断装置

【図１】 【図２】
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